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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究において、著者は、第二章で既知の病態モデルを検証することで問題点を明確とし、第三章にて今
回構築した非侵襲のラット過活動性膀胱病態モデルが、一般的に薬剤のスクリーニングモデルとして使用さ
れている病態モデルと比べて、手術などの実験的な手技や麻酔による 2次的な影響を最小限にすることによ
り、抗コリン薬に対する感受性を保持していることを明らかとした。よって本病態モデルは、今後、創薬活
動等において、過活動性膀胱の治療薬スクリーニングモデルとして利用されることが想定され、今後の研究
の更なる発展が期待される。
　以上のように、著者は既知の病態モデルで指摘されている問題点を改善し、創意工夫により簡便な新規病
態モデルを構築することで、頻尿・尿失禁治療薬の開発に応用可能な知見を開拓したと判断される。
　よって、著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
